
令和５年度 事業報告 

部会長連絡会 
 

構成メンバー：各部会長・ワーキンググループ長、ケアマネ連絡会各部会担当者 

長野市障害福祉課担当者  高野晃弘    

 

１ 年間テーマ 

・部会間の調整・協力 

・ふくしネット事業の運営 

２ 部会等の開催状況 

日時 会場 人数 

（人） 

部会のテーマ       主な内容 

月 日 

６ 7 

 

長野市ふれあ 

い福祉センター 

30 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・ふくしネット運営について 

・今年度の取組について 

・執行部体制・会議体の役割分担・ 

部会運営・年間予定・地域課題の取組  

など確認 

８ ２ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

17 ・ふくしネットフェスタ検討 

・第 1回全体協議会について 

・部会長からの報告 

・県自立支援協議会より情報 

提供 

・ふくしネットフェスタの今年度内容や 

担当決め、検討スケジュール提示 

・第 1回全体協議会テーマ決め 

 

９ １ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

１６ ・ふくしネットフェスタ検討 

・第 1回全体協議会について 

・県自立支援協議会からの 

情報提供 

・ふくしネットフェスタ各部門の実施内容 

検討結果を共有 

・第 1回全体協議会の講演内容検討 

９ ２１ 長野市役所 １７ ・ふくしネットフェスタ検討 

・第 1回全体協議会検討 

・各部会長より 

・ふくしネットフェスタのタイムスケジュー 

ル共有・広報の確認 

・第 1回全体協議会講師案の検討 

10 ３ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

２５ 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・ふくしネットフェスタ検討 

・地域課題の取組状況共有 

・第 1回全体協議会検討 

・ふくしネットフェスタ各部門の準備状況 

共有 

・地域課題ワーキング・ケアマネ連絡会 

課題整理の状況共有 

・第 1回全体協議会の講師選定 

11 １０ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

２９ 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・ふくしネットフェスタ振返り 

・ふくしネットフェスタの開催実績報告・ 

取り組んでの感想共有 

・第 1回全体協議会の講演内容、役割 
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・第 1回全体協議会について 

・次期福祉計画について 

・県自立支援協議会への課題 

提出 

分担、タイムスケジュール確認 

・福祉計画へのふくしネットからの意見 

提出について 

１２ ８ 長野市ふれあ 

い福祉センター 

１６ ・第 1 回全体協議会につい

て 

・県自立支援協議会への課

題提出の報告 

・第 1 回全体協議会のスケジュール・役

割分担確認 

１ ２９ 更北公民館 29 【運営委員会・部会長連絡会 

合同】 

・第 1回全体協議会について 

・来年度からの運営委員会の 

体制について検討 

・第 2回全体協議会について 

・福祉計画の意見募集の結果 

共有 

・基幹相談支援センター設置 

に向けた状況について 

・長野市障害者相談支援業 

務等委託事業者選考結果 

報告 

・第 1回全体協議会の開催実績共有、 

感想 

・来年度からの運営委員会体制につい 

て意見交換 

・第 2回全体協議会の内容・役割分担・ 

時間配分を検討 

 

３ 7 吉田公民館  ・第 2回全体協議会について 

・運営委員会事業報告につい 

て 

・来年度からの運営委員会 

体制について 

・第 2回全体協議会のスケジュール・役 

割分担確認 

・来年度からの運営委員会体制につい 

て報告 

 

 

３ 機関紙、冊子、アンケート調査・行事など報告書 

・10／25・26 ふくしネットフェスタ 2023 開催 

・12／22 第１回全体協議会 開催 

・3／22  第２回全体協議会 開催 

  

※別紙チラシあり 
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４ 課題について 

（１）主な検討課題 

・ふくしネットフェスタ・全体協議会の取組む内容や当日運営の検討 

（２）検討の目的と結果（現状） 

・部会長連絡会が中心にふくしネットフェスタや全体協議会の運営を担う形に、ここ 3 年ほどで移行

してきた。事業の運営については定着してきたと感じている。全体協議会の実施にあたっては、運営

委員会の協力もあった。会の中で意見を出し合いながら運営出来た。 

（３）引き続き検討が必要とされる課題 

・部会運営について部会長が困り感を話し合う機会にはならなかった。特に初めて部会長を担う際に

は、どう取り組んだらいいか悩んだという声が聞かれる。 

・部会長の負担になりすぎない運営方法 

（４）部会の運営体制について 

・各部会、執行部内で協力して取り組んでいる。 

・ふくしネットフェスタや全体協議会等のイベントの等進捗に合わせ部会長連絡会を開催できた。 

・部会長連絡会の位置づけについては、分かりづらさがあった。 

・部会間の顔つなぎの場になった。 

・ふくしネットの全体的な流れ・スケジュールが分かりづらかった。 

５ 総括（1年間を振り返って） 

・ふくしネットフェスタや全体協議会について、運営委員会で方向性を決定し部会長が中心となって

行ったが、イベントの進捗に合わせ、打合せを行い実施することができた。 

・来年度から運営委員会の体制が変わり、ふくしネットフェスタについては実行委員会形式になるこ

とから部会長連絡会は開催されないが、運営委員会をとおして、部会の情報共有や連携を行ってい

きたい。また、各部会の運営の課題や意見をふくしネット全体の調整や運営に反映されるよう検討し

ていきたい。 


